
一次検査では、のう胞や結節の有無、その大きさを検査し、より詳細な検査が必要
と考えられる方には、二次検査の受診をご案内しています。
二次検査では、さらに精密な超音波検査、血液検査、尿検査を行い、医師が必要と

判断した方には穿刺吸引細胞診（せんしきゅういんさいぼうしん）を行います。
検査はここまでです。
これ以降、診療が必要な方は保険診療に移行し、主治医の下、個別に適切な医療が

行われます。
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